
◌� � �ಟᏛ ・
㻌
㻌

䠍 ᒚ㻚㻌 ಟ㻌㻌㻌㻌 㻌

䠄㻝䠅 ಟᒚ 䛸䛿㻌

◌ ᴗ� ◌ྲཱྀ
ಟᏛ䜢 䛡䛶 䛩䜛䛣䛸䛷䛩䚹㻌

ẖ ◌ ᴗ�ಟᖺ ᖺ ᗘ ᒚ ┠ Ⓩ䛭䛾䛯䜑䛻䚸 䛭䛾 䛻 䛩䜛 䜢 㘓䛧䛺䛟䛶䛿䛺䜚䜎䛫䜣䚹㻌⛉
䠄㻞䠅 ಟᒚ Ⓩ㘓㻌

ಟᒚ Ⓩ㘓䛸䛿 ᖺ ᗘ䚸䛭䛾 䛻 ಟᒚ 䛧䜘䛖䛸䛩 ◌ ᴗ�䜛 ⛉ ┠ Ⓩ Ⓩ䜢 㘓䛩䜛䛣䛸䛷䛩䚹
ཎ

◌๎ᚋ㘓 䛿 䛸 ኚ䛧䛶

� ಟᒚ Ⓩ䛷䛝䜎䛫䜣䛧䚸 㘓䜢 ��◌ྲཱྀ
䛧䛶䛔䛺䛡䜜䜀䚸䛯䛸䛘 䛧ㅮ

◌ྜ
ヨ ・㦂䛻 䛧

༢
ᚓ・䛶䜒 䜢 䜛䛣䛸䛿

ಟ ච・ チ䛷䛝䜎䛫䜣䚹 䜔 䞉㈨・ 䛾
◌ྀྲ ◌ྛ

௳ ௵ព Ꮫᚓ ・ 䛻 䛧䛶 䛾㈐␃ ⏕ ⮬ 䛻䛚䛔䛶ㄗ䜚䛾䛺䛔䜘䛖
༑

ศ

ὀ ◌ୗព 䛧䛶 䛥䛔 ಟᒚ Ⓩ䚹 㘓䛿
◌ྛᏛ ⏕ ⮬ 䛜 ௵ ᣢ䜢 䛳㈐ 䛶 䛖足 䛣䛸䛜

ཎ
◌๎ 䛷䛩 ಟᒚ Ⓩ䚹 㘓䝭䝇䜔☜ㄆ䝭䝇

ὀ◌ྛ ༑
௵ ◌ୗศ ព䛿 䛾 䛷䛩䛾䛷 䛧䛶 䛥䛔䚹㻌㈐⮬

䠄㻟䠅Ⓩ㘓� ἲ 㻌

㻌㻌㻌㻌� Ꮫ 䛷 ᣦ ᐃ䛿䚸 � ◌ྛ
ෆ㛫 䛻 ⮬ 䛷䝟䝋䝁䞁䜢・ 䛔䚸㼃㼑㼎◌ୖ 䛷 ಟᒚ ┠⛉ ᡭⓏ䛾 㘓 ⥆ 䛝䜢 䛔䜎䛩䚹足

ᡭቃ እಟᒚ Ꮿ ᏛⓏ㼃㼑㼎 㘓䛿䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖 䛜䛒䜜䜀䚸 䛺䛹 䛛䜙 䛝䜢 䛖䛣䛸足⎔ ⮬ ⥆
◌ྍ

䜒 䛷䛩䚹⬟ 㻌

䠄㻠䠅◌ ᴗ� ・ 㛫㻌

・㻝 㝈
㻌 㻥㻦㻜㻜

䠄㻥㻦㻜 䠖㻜䡚㻝㻜㻟㻜䠅 䠄㻝㻡㻦㻜㻜 䠖䡚㻝㻢㻟㻜䠅
䡚㻝㻜㻦㻟㻜㻌

・㻠 㝈
㻝㻠㻦㻡㻜䡚㻝㻢㻦㻞㻜㻌

䠄㻝㻜㻦㻠 䠖㻜䡚㻝㻞㻝㻜䠅 䠄㻝㻢㻦㻠㻜 䠖䡚㻝㻤㻝㻜䠅
・㻞 㝈

㻌 㻝㻜㻦㻠㻡䡚㻝㻞㻦㻝㻡㻌
・㻡 㝈

㻝㻢㻦㻟㻡䡚㻝㻤㻦㻜㻡㻌

䠄㻝㻞㻦㻝 䠖㻜䡚㻝㻟㻞㻜䠅 䠄㻝㻤㻦㻞㻜 䠖䡚㻝㻥㻡㻜䠅
ఇ・ 䜏

㻌 㻝㻞㻦㻝㻡䡚㻝㻟㻦㻜㻡㻌
・㻢 㝈

㻝㻤㻦㻝㻡䡚㻝㻥㻦㻠㻡㻌

䠄㻝㻟㻦㻞 䠖㻜䡚㻝㻠㻡㻜䠅 䠄㻞㻜㻦㻜㻜 䠖䡚㻞㻝㻟㻜䠅
・㻟 㝈

㻌 㻝㻟㻦㻜㻡䡚㻝㻠㻦㻟㻡㻌
・㻣 㝈

㻝㻥㻦㻡㻡䡚㻞㻝㻦㻞㻡㻌

� ◌ྜ
ኚ ሙᖏ・ ・䈜 䛻䜘䛳䛶䚸 㛫 䛜 䛥䜜䜛 䛜䛒䜚䜎足

◌ ᴗ�ෆᖺ ᗘ ᖏ ᐇ・ ・䈜㻞㻜㻞㻜䡚㻞㻜㻞㻡 䛿䠄䚷䠅 䛾 㛫 䛻䛶 䛧䜎䛩䚹

䛩䚹㻌

㻌

䠎䠊 ヨ㻌 㻌㻌㻌㻌㦂㻌

䠄㻝䠅ヨ 㦂䛾 �・ 㻌

�Ꮫ 䜢 �๓ Ꮫ ᚋ䛸 �Ꮫ 䛻ศ 䛡䛶䛚䜚䚸 �๓ Ꮫ 䞉 �Ꮫ ᐇᚋ ヨ ・䛭䜜䛮䜜 㦂䜢 䛧䛶䛔䜎䛩䚹

䠄㻞䠅
༢

・ 䛾ㄆᐃ 䞉 ౯ホ 㻌

◌ ᴗ� ༢
௨ ◌ୖ ౯ ◌ึᚓⓏ ┠ Ⅼ ホ ・㘓䛧䛯 䛿䚸㻢㻜 䛾 䜢 䛶 䜑䛶䛂 䛃䛸䛧䛶⛉ ᐃㄆ 䛥䜜䜎䛩䚹㻌

ḟᡂ ౯ ෆ ᐜホⅬ Ⅼ‶ Ⅼ ホ䛾 䛿㻝㻜㻜 䛷䛩䚹 䛿 䛾䛸䛚䜚䛷䛩䚹㻌⦼
㻌

༊
ศ 㻌 ౯ホ 㻌 ◌�Ⅼ 㻌 㻌

◌ྜ
・ 㻌

㻿㻌 㻝㻜㻜䡚㻥㻜㻌 ᡂ ⦼ �ド ・ 䛻䛿䛂⚽䛃 ᥖ䛸 ㍕䛥䜜䜎䛩䚹㻌

㻭㻌 㻤㻥䡚㻤㻜㻌 ᡂ ド ・⦼ � 䛻䛿䛂◌ඃ 䛃䛸ᥖ ㍕䛥䜜䜎䛩䚹㻌

㻮㻌 㻣㻥䡚㻣㻜㻌 ᡂ ド ・⦼ � 䛻䛿䛂Ⰻ 䛃䛸ᥖ ㍕䛥䜜䜎䛩䚹㻌

㻯㻌 㻢㻥䡚㻢㻜㻌 ᡂ ⦼ �ド ・ 䛻䛿䛂
◌ྍ
䛃 ᥖ䛸 ㍕䛥䜜䜎䛩䚹㻌

◌ྜ
・ ・ 㻌

㻰㻌 㻡㻥䡚㻜㻌 ◌ྍ
・ 㻔 �༢ ᐃ・ ㄆ 䛷䛩䚹・ ヨ 㦂䛜ᐇ ・ 䛥䜜䜛

◌ྜ
ሙ 䛿䚸・ ヨ 㦂䛷

Ⅼ㻢㻜 ௨ ◌ୖ 䛾 ౯ ᚓホ 䛜 䜙䜜
༢

䜜䜀 ・ ㄆᐃ 䛥䜜䜎䛩䚹㻌

㻱㻌
㻌 Ḟ ᖍ 䠄 Ḟヨ 㦂 ᖍ 䛾 ౯ホ 䛷䛩䚹㏣ヨ 㦂䜢

◌ྲཱྀ
䛡䚸㻢㻜 ௨ ◌ୖⅬ 䛾 ౯ホ 䛜

ᚓ 䜙䜜䜜䜀
༢

・ ㄆᐃ 䛥䜜䜎䛩䚹䠅㻌

㻲㻌
ᐃ・ ㄆ 䠄 ◌�ฟ ᖍ ・ ㊊䛾ᅇ

◌ྜ
ሙ ౯ホ䛾 䛷

༢
・䛩䚹 䜢

◌ྀྲ
ᚓ 䛩䜛䛯䜑

䛻䛿䚸 ಟᗘ ᒚ・ 䛾ᚲ せ䛜䛒䜚䜎䛩䚹㻕㻌

㻌

◌ྕ
እ◌ୖ ௨ ౯グ ホ グ䛾 䛻㻺䠄 ᐃ ・ ・ㄆ 䠅㻦

◌ྀྲᏛ ᚓ➼ ┠䛷 䛧䛯 䛜䛒䜚䜎䛩䚹㻌⛉
㻌

― 4 ―



博士前期課程及び修士課程

履修上の注意事項

≪共通≫

・ 中村学園大学大学院学則第22 条により 、 履修授業科目について30 単位以上を 取得し 、 かつ、

必要な研究指導を 受けた後、 修士論文の審査及び最終試験に合格し なければなら ない。

・ 中村学園大学学位規程第4 条により 、 1 年次終了時点での修得単位数が16 単位以上なけれ

ば、 2 年次に修士論文の作成・ 提出ができ なく なるため注意するこ と 。

※「 特別研究」、「 栄養科学実験・ 実習」、「 特別演習」 など、 1 ～2 年次配当科目は上記16

単位に含まない。

≪栄養科学研究科≫

・ 指導教員が所属する 部門の選択科目6 単位以上、 他部門の選択科目2 単位以上、 共通科

目22 単位（ 特別研究12 単位を 含む）、 合計30 単位以上修得し 、 かつ必要な研究指導を 受け

た後、 修士論文の審査および最終試験に合格するこ と 。

・ 教職課程申請を 行っ ていない者は、 教職科目を 履修するこ と はでき ない。

※教職科目は専修免許取得のための開講科目である。 詳細については、「 中村学園大学大

学院教職課程に関する規程」 を 参照のこ と 。

≪教育学研究科≫

修士課程（ 2 年制・ 社会人1 年制）

1 ．指導教員が所属する系から 3 科目6 単位以上

2 ．1 ．以外の各系から 1 科目2 単位以上

3 ．必修科目を 除き 、 3 系および3 系共通科目の全体から1 ．2 ．を 含め合計16 単位以上

≪流通科学研究科≫

2022 年度以降入学生に適用

専攻系を 選択し 、 その系の選択科目から10 単位以上、 各系共通科目（ 基礎科目） から 8 単

位以上、 さ ら に2 つの系の選択科目全体および専門演習科目から 4 単位以上、 専門演習科目

から 8 単位以上、 合計30 単位以上を 修得し 、 かつ必要な研究指導を受けた後、 修士論文の審

査および最終試験に合格するこ と 。

「 アカ デミ ッ ク ラ イ ティ ン グ」 は留学生必修科目のため、 1 年次に必ず履修する こ と 。 た

だし 、 当該科目は修了単位数に含まない。

基
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博士後期課程 ≪栄養科学研究科≫

・ 中村学園大学大学院学則第23 条により 、 履修授業科目について18 単位以上を 取得し 、 かつ、

必要な研究指導を 受けた後、 博士論文の審査及び最終試験に合格し なければなら ない。

― 6 ―



学期 前学期 履修登録 後学期 履修修正

授業開始前に W eb 履修登録

授業開始

変更なし 変更有り

W eb にて履修追加・ 取消

履修登録完了

在学生

3 月24 日㈪ 9 ： 00 ～

3 月28 日㈮ 17 ： 00 まで

新入生

4 月3 日㈭ 9 ： 00 ～

4 月4 日㈮ 17 ： 00 まで

4 月7 日㈪

4 月7 日㈪ 8 ： 00 ～

4 月11 日㈮ 18 ： 30 まで

4 月12 日㈯

9 月22 日㈪

9 月22 日㈪ 8 ： 00 ～

9 月26 日㈮ 18 ： 30 まで

9 月27 日㈯

履修登録の流れ

昼夜開講制について

■栄養科学研究科…一部必修科目を 第1 ，3 ，5 土曜日や夜間に開講し 、 それ以外の科目は昼間と 夜間の

双方に開講し ています。

■教育学研究科……授業科目を 昼間と 夜間の双方に開講し ています。

■流通科学研究科…授業科目を 昼間と 夜間毎に隔年開講し ています。

※昼間は1 ～5 時限、 夜間は6 ，7 限を 指し ます。

昼夜どちら を 履修し ても 構いませんが、 学期中に昼夜変更するこ と はでき ません。

基
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栄養科学研究科博士前期課程 3 つのポリ シー
（ 令和7 年度以降入学生適用）

【 教育目標】

栄養科学研究科博士前期課程は、 機能栄養学、 健康・ 病態栄養科学、 食品科学の各専門分野に

おいて、 食を 通じ て人々の健康増進に貢献するこ と ができ る高度専門職業人、 研究者並びに教育

指導者を育成し ます。

【 ディ プロマポリ シー】

本前期課程は、 次のよう な資質・ 能力を 有すると 認めら れた者に修士（ 栄養科学） の学位を 授

与し ます。

1 ． 栄養科学における専門的な知識を 身に付け、 体系的に理解する能力を 有し ている。

2 ． 栄養科学における専門的知識を 活用し 、 食を 通じ た健康増進に貢献でき る技能を 身に付け

ている。

3 ． 栄養科学における課題を 解決する論理的思考力と コ ミ ュ ニケーショ ン能力を 身に付けてい

る。

4 ． 食を 通じ た健康増進に貢献し よう と する真摯な態度と 食や栄養に関する者と し ての健全な

倫理観を 身に付けている。

5 ． 栄養科学分野における研究課題を 理解し 、 研究課題の解決に向けた行動・ 実験に取り 組む

能力を 身に付けている。

【 カ リ キュ ラ ムポリ シー】

本前期課程は、 ディ プロマポリ シーに掲げた資質・ 能力を 修得するため、 教育課程編成・ 実施

の方針を以下のよう に定めます。

1 ． 栄養科学における専門的な知識を 身に付け、体系的に理解するために、選択の専門科目（ 特

論） 及び部門横断型の必修科目「 栄養科学総合講義」 を 配置する。

2 ． 栄養科学における専門的知識を 活用し て健康維持に貢献でき る技能及び課題解決のための

論理的思考力やコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 身に付けるため、 必修の実験・ 実習科目及び演習

科目を 配置する。

3 ．「 特別研究」 では、 栄養科学分野における 研究課題の解決に取り 組み、 修士論文を 作成す

ると と も に、 食を 通じ た健康増進に取り 組む真摯な態度と 食や栄養に関する者と し ての健全

な倫理観を 涵養する。

4 ． 社会人学生に配慮し た教育課程を 編成する。

【 アド ミ ッ ショ ンポリ シー】

本前期課程は、 ディ プロマポリ シー及びカ リ キュ ラ ムポリ シーを 踏まえ、 次のよう な人物を 広

く 受け入れます。

1 ． 大学において栄養科学に関する 科目を修得し た人、 も し く は同等の栄養科学に関する 知

識・ 技能を 有する人

2 ． 多様な考えや価値観を持っ た人々と 協働するこ と ができ る人

3 ． 食を 通じ た健康増進に関わる課題に対し て、 基本的な倫理観を も っ て誠実に取り 組む意欲

のある人

4 ． 食や栄養に関する諸問題に関心を 持っ ている人

基
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事
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課程 部門 分野 担当教員名

博士前期

機能栄養科学部門

分子栄養学
◎河手 久弥

◎信久 幾夫

栄養生理・ 形態学
◎大和 孝子

◎日野真一郎

健康・ 病態栄養科学部門

臨床栄養学

◎今井 克己

◎加藤 正樹

◎久保 千春

◎野崎 剛弘

◎安武健一郎

○近江 雅代

○森口里利子

健康増進科学
◎熊原 秀晃

○内田 和宏

薬膳・ 食機能科学
◎徳井 教孝

◯田辺 賢一

食品科学部門

食品機能学
◎沖 智之

◎都甲 潔

環境栄養学
◎川野 光興

○太田 千穂

◎研究指導教員

○研究指導補助教員

令和7 年度 栄養科学研究科 博士前期課程 所属教員一覧
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部 門 授 業 科 目 開 講 年 次
単位数 免許・ 資 格 単 位

必修 選択 中・ 高専修 栄教専修

共通

栄養科学総合講義 1 前学期 4 Ａ

栄養科学実験・ 実習 1 ～2 通年 2 Ａ

栄養統計学演習 1 後学期 1 ア

運動健康増進演習 1 後学期 1 ア

栄養療法演習 1 後学期 1 Ａ

栄養管理演習 1 後学期 1 ア

特別研究 1 ～2 通年 12

機能栄養科学

栄養生化学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養内分泌学特論 1 前学期 2 イ

栄養生理学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養形態学特論 1 前学期 2 イ

健康・ 病態栄養科学

臨床栄養学特論 1 前学期 2 Ｂ

疾病予防特論 1 前学期 2 イ

栄養治療学特論 1 前学期 2 イ

健康増進科学特論 1 前学期 2 Ｂ

栄養疫学特論 1 前学期 2 イ

遺伝子栄養学特論 1 前学期 2 Ｂ

薬膳健康科学特論 1 前学期 2 Ｂ

食機能栄養学特論 1 前学期 2 イ

食品科学

食品科学特論 1 前学期 2 Ｂ

食品機能学特論 1 前学期 2 Ｂ

食品安全学特論 1 前学期 2 イ

教職科目

栄養教育特論 1 後学期 2 ア

栄養教育特論演習 1 後学期 2 ア

教育心理学特論 1 後学期 2 Ａ ア

発達心理学特論 1 後学期 2 Ａ ア

教育臨床心理学特論 1 前学期 2 Ａ ア

家族発達支援論 1 前学期 2 Ａ ア

・ 中学校・ 高等学校教諭専修（ 家庭） 免許状取得希望者は、 Ａ を全て修得、 Ｂ から 9 単位以上修得し て下

さ い。

・ 栄養教諭専修免許状取得希望者は、 アを全て修得、 イ から 9 単位以上修得し て下さ い。

栄養科学研究科 博士前期課程
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栄養科学研究科博士後期課程 3 つのポリ シー

（ 令和7 年度以降入学生適用）

【 教育目標】

栄養科学研究科博士後期課程は、 機能栄養学、 健康・ 病態栄養科学、 食品科学の各専門分野に

おいて、 広く 社会に貢献でき る自立し た研究者並びに栄養科学実践者を 育成し ます。

【 ディ プロマポリ シー】

本後期課程は、 次のよう な資質・ 能力を 有すると 認めら れた者に博士（ 栄養科学） の学位を 授

与し ます。

1 ． 栄養科学における高度な専門的知識を身に付け、 統合的に理解する能力を 有し ている。

2 ． 栄養科学における高度な専門的知識を活用し 、 食を 通じ て広く 社会に貢献でき る技能を 身

に付けている。

3 ． 栄養科学における複雑多様な課題を 解決する論理的思考力と コ ミ ュ ニケーショ ン能力を 身

に付けている。

4 ． 食を 通じ て主体的に広い視野を 持っ て社会に貢献し よう と する真摯な態度と 、 食や栄養に

関する者と し ての高い倫理観を 身に付けている。

5 ． 栄養科学分野における研究課題を 自ら 特定し 、 研究課題の解決に向けた研究計画も し く は

実行計画を 立案し 実施する能力を 身に付け、 研究成果を 発信でき る能力を 有し ている。

【 カ リ キュ ラ ムポリ シー】

本後期課程は、 ディ プロマポリ シーに掲げた資質・ 能力を 修得するため、 教育課程編成・ 実施

の方針を 以下のよう に定めます。

1 ． 栄養科学における高度な専門的知識を身に付け、 統合的に理解するために、 学系横断型の

必修科目「 栄養科学概論」 を 配置する。

2 ． 栄養科学における高度な専門的知識を活用し て食を 通じ て広く 社会に貢献でき る技能及び

複雑多様な課題解決のための論理的思考力やコ ミ ュ ニケーショ ン能力を 身に付けるため、 各

学系に概論科目を 配置する。

3 ． 各学系の「 特別研究」 では、 栄養科学分野における研究課題の解決に向けた研究計画も し

く は実行計画を 立案・ 実施し 、 博士論文を 作成すると と も に、 主体的に広い視野を 持っ て社

会に貢献し よう と する真摯な態度と 食や栄養に関する者と し ての高い倫理観を 涵養する。

4 ． 社会人学生に配慮し た教育課程を 編成する。

【 アド ミ ッ ショ ンポリ シー】

本後期課程は、 ディ プロマポリ シー及びカ リ キュ ラ ムポリ シーを 踏まえ、 次のよう な人物を 広

く 受け入れます。

1 ． 栄養科学を 専攻する博士前期課程あるいは修士課程において修了見込み、 も し く は修士を

取得し た人、 または同等の栄養科学に関する知識・ 技能を 有する人

2 ． 多様な考えや価値観を 持っ た人々と の共通点や違いを 理解し 、 協働するこ と ができ る人

3 ． 食を 通じ た健康増進に関わる課題に対し て、 健全な倫理観を も っ て誠実かつ主体的に取り

組む意欲のある人

4 ． 食や栄養に関する諸問題と その解決策に強い関心を 持っ ている人
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課程 系 担当教員名

博士後期

機能栄養科学系

◎河手 久弥

◎信久 幾夫

◎日野真一郎

○大和 孝子

健康・ 病態栄養科学系

◎加藤 正樹

◎久保 千春

◎熊原 秀晃

◎野崎 剛弘

◎安武健一郎

食品科学系

◎沖 智之

◎都甲 潔

○川野 光興

◎研究指導教員

○研究指導補助教員

令和7 年度 栄養科学研究科 博士後期課程 所属教員一覧
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系 授 業 科 目
開講年次 単位数

年次 期 必修 選択

共通 栄養科学概論 1 通年 4

機能栄養

科学

機能栄養科学特別研究 1 ～3 通年 12

機能栄養科学概論 2 前期 2

健康・ 病態

栄養科学

病態栄養科学特別研究 1 ～3 通年 12

病態栄養科学概論 2 前期 2

食品科学
食品科学特別研究 1 ～3 通年 12

食品科学概論 2 前期 2

栄養科学研究科 博士後期課程

基

本
事

項

Ⅱ
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教育学研究科 3 つのポリ シー（ 令和4 年度以降入学生適用）

【 教育目標】

教育学研究科は、 人間形成の土台と なる乳幼児・ 児童期の発達に関わる研究を 行い、 保育学・

初等教育学に関し て高度な専門性を 有する研究者・ 教育実践者の育成を 目標と し ます。

【 ディ プロマポリ シー】

本研究科は、 次のよう な資質・ 能力を 有すると 認めら れた者に修士（ 教育学） の学位を 授与し

ます。

1 ． 教育または保育の理論、 制度、 歴史、 社会情勢、 指導または支援等に関する幅広い専門的知

識を 身に付けている。

2 ． 教育または保育に関する諸問題に対し て、 実証可能な問いを的確に設定するこ と ができ る能

力、 解を 導く ための適切な方法を 考えデザイ ンするこ と ができ る能力、 その方法を遂行でき 最

適な解を 導く こ と ができ る課題解決能力を身に付けている。

3 ． 上述の知識や課題解決能力を 教育または保育、 関連領域に関する研究課題に応用し 活用でき

る研究遂行能力を 身に付けている。

4 ． 主体性、 積極性を有し 、 他者と 協働し ながら 問題解決や研究課題に取り 組み、 その成果を ま

と め、 他者に分かり やすく 発信する能力を身に付けている。

5 ． 教育または保育、 関連領域に携わる高度専門職業人と し て相応し い倫理観、 価値観を 身に付

けている。

【 カ リ キュ ラ ムポリ シー】

本研究科は、 ディ プロマポリ シーに掲げる資質・ 能力の修得のため、 以下に示す教育課程を 編

成すると と も に学修方針を 定めています。

1 ． 学修のための枠組みと し て「 教育学系」「 保育・ 教科教育系」「 教育臨床系」 の3 つの系を 置

いている。

2 ． 各系における教育課程編成は、 それぞれの分野における高度な専門的知識の修得を 図るこ と

を基本と し ている。 大学院生は3 系から 1 つを 選択し 、 その系の専門分野に即し た学修を 行う

が、 他系科目の履修による幅広い学修も 確保さ れている。

3 ． 大学院の学修における中心は修士論文作成である。 修士論文の作成を 通じ て高度な研究遂行

能力の涵養を 図っ ている。 修士論文作成のための必修科目と し て「 研究方法論」 と「 特別研究」

を置いている。「 特別研究」 は指導教員が担当し 、 そこ において修士論文作成のための具体的

な指導がなさ れる。 修士論文の評価は「 教育学研究科学位論文審査基準」 にし たがっ て行われ

る。

4 ． 教育学研究科の授業のほと んど は少人数教育で行われ、 教員と 大学院生によ る ディ スカ ッ

ショ ンを 通じ ての授業への能動的参加を 促進し ている。

5 ． 本学付属の幼稚園、 保育園、 発達支援センタ ーと 連携し た学修を 通じ て、 保育や発達支援の

現場実践に即し た課題解決能力の涵養を 図っ ている。

【 アド ミ ッ ショ ンポリ シー】

本研究科は、 次のよう な資質・ 能力・ 意欲を 有し ている人を 受け入れます。

1 ． 本研究科での学修にと っ て必要な学力的基盤を 有し ている人

2 ． 本研究科で学修し たいと いう 強い目的意識と 熱意を 有し ている人

3 ． 本研究科修了後に、 修得し た専門的知識、 実践力及び研究遂行能力を 高度専門職業人と し て

活用する意欲を 持っ ている人

こ れら の資質・ 能力・ 意欲を 書類審査、 筆記試験、 面接によっ て総合的に評価し ます。
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課程 系 担当教員名

修士

教育学系
◎圓入 智仁

◎山本 朋弘

保育・ 教科教育系

◎那須 信樹

◎古相 正美

○石田 靖弘

○野中 千都

○平田 繁

教育臨床系

◎笠原 正洋

◎黒木 俊秀

◎中野 裕史

◎吉川 昌子

◎野上 俊一

◎研究指導教員

○研究指導補助教員

令和7 年度 教育学研究科 所属教員一覧
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系 群 授 業 科 目
開講年次 単位数 免許・ 資格単位

年次 期 必修 選択 小専修 幼専修

教

育

学

系

教育学特論Ⅰ（ 教育原理） 1 ・ 2 前学期 2 Ａ ア

教育学特論Ⅱ（ 教育制度） 1 ・ 2 前学期 2 Ａ ア

教育学特論Ⅲ（ 教育史） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ ア

教育学特論Ⅳ（ 比較教育学） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ ア

教育学特論Ⅴ（ 保育原理） 1 ・ 2 後学期 2 ア

教育学特論Ⅵ（ 教育福祉学） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ ア

教育学特論Ⅶ（ 教育工学） 1 ・ 2 前学期 2 Ａ ア

保

育

・

教

科

教

育

系

保
育
専
門
科
目
群

保育発達特論Ⅰ（ 言葉） 1 ・ 2 前学期 2 ア

保育発達特論Ⅱ（ 運動） 1 ・ 2 前学期 2 ア

保育発達特論Ⅲ（ 造形） 1 ・ 2 後学期 2 ア

保育発達特論Ⅳ（ 音楽） 1 ・ 2 前学期 2 ア

保育経営特論 1 ・ 2 前学期 2

保育課程特論 1 ・ 2 後学期 2

小
学
校
専
門
科
目
群

教科教育特論Ⅰ（ 算数） 1 ・ 2 前学期 2 Ａ

教科教育特論Ⅱ（ 理科） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ

教科教育特論Ⅲ（ 国語） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ

教科教育特論Ⅳ（ 社会） 1 ・ 2 前学期 2

教科教育特論Ⅴ（ 英語） 1 ・ 2 後学期 2

教科教育特論Ⅵ（ 体育） 1 ・ 2 前学期 2 Ａ

教科教育特論Ⅶ（ 音楽） 1 ・ 2 後学期 2 Ａ

教科教育特論Ⅷ（ 図工） 1 ・ 2 後学期 2

自然科学特論 1 ・ 2 後学期 2

体育学特論 1 ・ 2 後学期 2

教

育

臨

床

系

発達神経科学特論 1 ・ 2 前学期 2

教育心理学特論 1 ・ 2 後学期 2 Ａ ア

発達心理学特論 1 ・ 2 後学期 2 Ａ ア

教育臨床心理学特論 1 ・ 2 前学期 2 Ａ ア

家族発達支援論 1 ・ 2 前学期 2 Ａ ア

家族社会学特論 1 ・ 2 後学期 2

児童精神医学 1 ・ 2 後学期 2

発達臨床実習研究 1 ・ 2 前学期 2

発達臨床実習 1 ・ 2 通年 2

障害児臨床特論 1 ・ 2 後学期 2

3

系

共

通

特別研究Ａ ※1 1 前学期 2

特別研究Ｂ ※1 1 後学期 2

特別研究Ｃ ※1 1 ・ 2 前学期 2

特別研究Ｄ ※1 1 ・ 2 後学期 2

研究方法論Ⅰ（ 人文科学研究法） 1 前学期 2

研究方法論Ⅱ（ 自然科学研究法） 1 前学期 2

研究方法論Ⅲ（ 研究デザイ ン） 1 後学期 2

研究方法論Ⅳ（ 統計） 1 後学期 2

・ 小学校専修免許状取得希望者は、 Ａ から24 単位以上修得し て下さ い。

・ 幼稚園専修免許状取得希望者は、 アから24 単位以上修得し て下さ い。

※1 特別研究の履修について

・ 修士課程2 年制（ 3 年間の長期履修を含む） の方は次の通り 履修し て下さ い。

1 年前学期「 特別研究Ａ 」 後学期「 特別研究Ｂ 」

2 年前学期「 特別研究Ｃ 」 後学期「 特別研究Ｄ 」

・ 社会人1 年制の方は次の通り 履修し て下さ い。

1 年前学期「 特別研究Ａ 」「 特別研究Ｃ 」

1 年後学期「 特別研究Ｂ 」「 特別研究Ｄ 」

教育学研究科 修士課程（ 令和4 年度以降入学生に適用）
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ὶ ㏻ ⛉ Ꮫ ◊ ✲ ⛉
（ Graduate School of Business,M arketing and Distr ibution）
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流通科学研究科 3 つのポリ シー（ 令和4 年度以降入学生適用）

【 教育目標】

流通科学研究科は、 研究指導を 中心と し ながら も 、 大学院修士課程に対する社会的要請並びに

専門家育成に対する 流通分野の産業界から の要望に応えて、 次代を 担う 流通科学のプ ロ フ ェ ッ

ショ ナルを 育成し ます。

【 ディ プロマポリ シー】

本研究科は、 次の能力を 備え、 所定の単位を 修めた者に修士（ 流通科学） の学位を 授与し ます。

1 ． 経営学分野又は商学分野における専門的知識を 持ち、 高度な研究遂行能力を 身に付けている。

2 ． 社会の状況の変化に対応し 、 課題解決において指導的活躍ができ る。

【 カ リ キュ ラ ムポリ シー】

本研究科は、 ディ プロマポリ シーに掲げる 資質・ 能力を 修得する ため、 以下の学修方針を 定め、

教育課程を 編成し ています。

1 ． 本学流通科学部の教育研究分野と 連動さ せ「 経営学分野」 と 「 商学分野」 を 配置し 、 系統的

に履修するこ と で各分野の専門的知識を 修得する。

2 ． 基礎科目を 「 各系共通（ 基礎科目）」 の区分に配置する。

3 ． 専門科目を 「 経営学系科目」 と 「 商学系科目」 の2 つの系統に配置する。

4 ． 修士論文作成に資する知識及び技能を 修得するための「 専門演習科目」 を 配置する。

5 ． 学修成果については、 各授業科目のシラ バスに明記し た成績評価基準に基づき 厳格な成績評

価を 行う 。 また、 修士論文については、 論文審査基準に基づき 、 主査1 名、 副査2 名により 総

合的な評価を 行う 。

【 アド ミ ッ ショ ンポリ シー】

本研究科は、 次のよう な資質と 能力と 意欲を 備えている人を 受け入れます。

1 ． 経営学分野又は商学分野に関連する基礎的知識を 備えている人

2 ． 経営学分野又は商学分野に関連する専門的知識と 適切な問題解決能力を 修得し よう と する意

欲と 探求心を 持っ ている人

3 ． 発見し た課題を 思考や調査・ 分析によっ て解決し 、 その結果を 論理的に社会に発信でき る人

こ れら の資質・ 能力を 、 筆記試験、 面接、 提出書類により 総合的に評価し ます。
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課程 系 担当教員名

修士

商学系

◎浅岡 由美

◎姉川 正紀

◎片山 富弘

◎西島 博樹

◎朴 晟材

○徐 涛

○手嶋 恵美

○中川 隆

経営学系

◎鵜崎 清貴

◎星野 裕志

◎前田 卓雄

◎水島多美也

○橋本 敦夫

○土井 貴之

◎研究指導教員

○研究指導補助教員

令和7 年度 流通科学研究科 所属教員一覧
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系 授 業 科 目 開講年次
単位数 資格単位

必修 選択 専門社会
調査士

各
系
共
通
（
基
礎
科
目
）

流通科学特論 1 ・ 2 前学期 2

経営学特論 1 ・ 2 前学期 2

マーケティ ング・ マネジメ ント 特論 1 ・ 2 前学期 2

経済学特論 1 ・ 2 後学期 2

アジア経済特論 1 ・ 2 後学期 2

統計学特論 1 ・ 2 後学期 2

研究調査法特論 1 ・ 2 前学期 2 2

国際コ ミ ュ ニケーショ ン特論 1 ・ 2 後学期 2

情報処理特論 1 ・ 2 前学期 2 2

経
営
学
系
科
目

経営管理特論 1 ・ 2 前学期 2

経営組織特論 1 ・ 2 前学期 2

経営戦略特論 1 ・ 2 前学期 2

人的資源管理特論 1 ・ 2 後学期 2

グローバル経営特論 1 ・ 2 前学期 2

ベンチャ ー経営特論 1 ・ 2 後学期 2
※令和7 年度

は閉講

経営情報特論 1 ・ 2 後学期 2

財務会計特論 1 ・ 2 前学期 2

管理会計特論 1 ・ 2 前学期 2

法人税法特論 1 ・ 2 前学期 2

所得税法特論 1 ・ 2 前学期 2

財務諸表分析特論 1 ・ 2 後学期 2

コ ーポレ ート・ フ ァ イ ナンス 1 ・ 2 後学期 2

商
学
系
科
目

マーケティ ング戦略特論 1 ・ 2 後学期 2

ブラ ンド・ マーケティ ング特論 1 ・ 2 前学期 2

サービス・ マーケティ ング特論 1 ・ 2 前学期 2

ソ ーシャ ル・ マーケティ ング特論 1 ・ 2 前学期 2

グローバル・ マーケティ ング特論 1 ・ 2 後学期 2

デジタ ル・ マーケティ ング特論 1 ・ 2 前学期 2
※令和7 年度

は閉講

消費者行動特論 1 ・ 2 後学期 2

流通チャ ネル特論 1 ・ 2 前学期 2

食品流通特論 1 ・ 2 前学期 2

流通政策特論 1 ・ 2 後学期 2

ロジスティ ク ス戦略特論 1 ・ 2 前学期 2

国際物流管理特論 1 ・ 2 後学期 2

専
門
演
習
科
目

アカ デミ ッ ク ラ イ ティ ング 1 前学期 2

フ ィ ールド リ サーチ 1 ・ 2 通 年 2 2

流通科学演習Ａ 1 ・ 2 前学期 2

流通科学演習Ｂ 1 ・ 2 後学期 2

流通科学演習Ｃ 1 ・ 2 前学期 2

流通科学演習Ｄ 1 ・ 2 後学期 2

流通科学研究科 修士課程（ 令和4 年度以降入学生に適用）
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